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福井市の現状データ集 令和６年６月

福井市 総合政策課 行政ＤＸ推進課



¸この資料は、統計データなどをグ
ラフ化し、この資料は、統計データ
ものです。

¸し、掲載しています。

¸下記のような様々なシーンでご活
用いただけます。

福井市の
紹介の資料として

施策立案や予算要求時の
根拠資料として

会議や審議会での
手持資料として

計画策定時の
参考資料として

¸ この資料は、統計データなどをグラフ化し、║ ᶍ

ᶱᵆ ᵧᶪּטしbたものです。

¸ 「第八次福井市総合計画」に掲げる ᵳᶇᶊḏᴻḇ

ᶱ し、掲載しています。

¸ 下記のような様々なシーンでご活用いただけます。

*各種データはデータ集発行時点のものです。

皆さん、こんにちは。
第１７代福井市長の西行茂です。

今後の行政運営においては、政策の高度化及び効率的な行政
活動の実現のため、統計データを用いて、事実・課題の把握や政
策効果の測定・評価等を行う政策立案、いわゆるＥＢＰＭ（エビデ
ンス・ベースト・ポリシー・メイキング）が益々重要になると考えて
おります。

本市では、令和６年度の組織改編に伴い、情報統計部門を総務
部に移管し、総合政策課と行政ＤＸ推進課が連携し「福井市の現
状データ集」を作成いたしました。
基本的なデータの推移等が掲載されており、効果的な施策の
立案、実行に活かしてまいります。

市民の皆様に、「ふくいは楽しい！ふくいは安心！ふくいは元
気！」を実感していただけるよう、私を先頭に、「生まれ変わる
福井」を築き上げてまいります。

║
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（１）総人口の現状と予測

〇本市の人口は、１９９５年の約２７万３千人がピーク。
〇減少傾向が続くと予測されており、２０50 年には、２０２０年より約４万９千人（約２割弱）減少する見通し。

人口・財政

●本市の人口と将来推計

ʿם ˜⁯ ₰ˢ˙2020ˣ
ὓ ˜⁯ ᵓזּ ʾ ῢ ᾆẕ ˮ χ ӽ ὓ ῢ( 5 ὓ)˯ 4
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（2）人口構成の現状と予測

〇年少人口(0 ～14歳)は減少し続け、２０５０年には、２０２０年に比べて約１万１千人減少して６割程度となる。
〇生産年齢人口(15 ～64 歳)も大幅な減少が見込まれ、２０５０年には、２０２０年に比べて約４万３千人の減少となる。
〇高齢化率は上昇し続け、2050 年には、約３８%となる。

●本市の年齢３区分別人口の推移：2020 年国勢調査に基づく社人研中位推計

人口・財政
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（３）出生・死亡の現状（自然動態）

〇２００９年以降、死亡数が出生数を上回っており、その差は１,５００人以上にまで拡大している。

●本市の出生・死亡の現状（年次）
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人口・財政
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（４）転入・転出の現状（社会動態）

〇市外への転出者が転入者を上回っており、人口流出が続いている。

ʿ ӻ◕ ὓ

●本市の転入・転出の現状（年次）
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人口・財政
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（５）財政状況の推移

〇歳入の根幹となる市税収入については、ほぼ横ばいとなっている。
〇令和４年度の歳出では、コロナ対策として実施した子育て世帯などへの給付金支給等の事業終了により、扶助費が減少している。

●本市の主要な歳入・歳出決算額（普通会計）の推移（年度）

ʿ◕ Ὠ▄ϸ˔Ж

※百万円以下切り捨て

人口・財政
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扶助費・・・社会保障制度の一環として地方公共団体が各種法令に基づいて実施する給付や、地方自治体が単独で行っている各種扶助に係る経費
公債費・・・地方公共団体が発行した地方債の元利償還等に要する経費

（総務省地方財政白書 用語の解説より）



（１）新幹線の延伸

〇北陸新幹線（金沢・敦賀間）の開業により、首都圏をはじめとする沿線地域との移動時間が大幅に短縮された。
〇北陸新幹線の早期全線開業に向け、県や市の北陸新幹線建設促進同盟会等が国へ要望活動を行っている。

ʿ ḅ ὺ ᵓШ˔ЭЧ˔Ѕ
ӻᾉ ḅ ὺ ᵓ⌠ ОрТйАЕˢR6.3ˣ

公共交通

※現行の所要時間は、R6.3.16 改正ダイヤの最速値
※全線開業後の所要時間は、国土交通省調査（H29.3 ）に基づく
最速値および県試算値（乗換え時間10分）

※所要時間は想定値であり、開業後の運航ダイヤはJRが決定する

●「北陸新幹線」駅・ルート図

9

●福井駅から各地域への所要時間（全線開業後）

●福井駅から各地域への所要時間（金沢・敦賀間開業前後）

福井駅での出発式の様子
（令和６年３月１６日）
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（２）新幹線開業効果

ʿ ├ ⱢỴ“2021 11Ὦˮ ḅ χὊↄʾּזᵓ῟ᴮ˙2010 ӟ‭χ͏ᾉὊↄχώϤ ϤΤϣ˙˯

公共交通
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●都道府県間旅客往来 ●延べ宿泊者数
（１００万人）

（年度）

（万人） （万人）

●地価（商業地）
（千円/㎡）

（1月１日時点）

（年）

（千人）

（年）

〇新幹線金沢開業を契機に、特に石川県では「旅客往来数増」「宿泊者数増」「社会人口の下止まり」「地価上昇」がみられた。

新幹線開業

●北陸３県における北陸新幹線金沢開業効果

新幹線開業 新幹線開業

新幹線開業

●社会人口増減累計
（13年以降の累計）

β20 ψЀкЗᴴ
χֲốπ ᾚ
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（３）並行在来線の運行

〇北陸新幹線（金沢・敦賀間）開業後は、並行在来線(北陸本線)の運行を第三セクター鉄道会社（㈱ハピラインふくい）が実施。
〇1日あたり約２０,000 人が利用しており、また1日あたり１０２本が運行されている。

公共交通

11ʿМСжϱрώΨΜ Ш˔ЭЧ˔ЅẉόОрТйАЕϢϤ

※敦賀駅⇔大聖寺 約84.3 ｋｍ、18駅（大聖寺駅除く）

●ハピラインふくいの運行
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（４）公共交通輸送

○鉄道・バスの輸送人員は、コロナ禍の影響により大きく落ち込んだが、令和３年度以降、回復傾向にある。

公共交通

●福井市内の鉄道・バス輸送人員の推移（年度）

ʿ ӻ◕ ϓ

（千人）

Ḙḁ
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（５）バス等の路線

〇各地域の実情に応じた様々な運行形態のバスやタクシーが運行している。

公共交通

ʿ ӻ◕ ϓʺˮ◕ χΚϣϘΰˢ 5 ˣ˯

●福井市内のバス及び乗合タクシーの路線図
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美山地域バス H30 年度 R4年度

乗車人数（人） 15,195 10,987

海岸地域バス
乗車人数
（人）

H30 年度 9,841

R4年度 7,437

乗合タクシー H30 年度 R4年度

乗車人数（人） 62,166 49,444

運行路線数 17路線 14路線

地域コミュニティバス H30 年度 R4年度

乗車人数（人） 35,540 35,933

地域数 7地域 ８地域

清水地域バス
乗車人数
（人）

H30 年度 2,583

R4年度 2,129



119,453 
106,721 

74,681 74,796 73,487 76,601 

113,220 
116,361 

84,285 82,986 77,347 79,978 

95,501 
98,758 

72,111 78,737 
78,694 

87,736 

95,702 96,676 

68,206 
70,664 74,135 

80,478 

423,876 418,516 

299,283 
307,183 303,663 

324,793 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

H30 R1 R2 R3 R4 R5

田原・文京方面 照手・足羽方面 木田・板垣方面 城東・日之出方面

（６）すまいるバスの運行状況

〇中心市街地を循環する「すまいるバス」は、令和５年度に約３２．５万人の市民等が利用している。
〇北陸新幹線（金沢・敦賀間）の開業に合わせて、交通系ICカードを導入し、さらに、全４ルートでEVバスを導入したことで利便
性が向上した。

公共交通

ʿ ӻ◕ ϓʺβϘΜϥНІОрТйАЕ
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●すまいるバス 利用者数の推移（年度）
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(人)

●運行ルート（令和６年3月現在）



（７）レンタサイクル

〇シェアサイクル「ふくチャリ」は、令和５年３月にスマホアプリを使った貸出を開始し、令和5年度は１1,000 回以上の利用があった。
○令和５年度中に自転車台数を増台（60 台→102 台）し、また、貸出ポートを増設（１０箇所→１９箇所）したことにより、利便性が
大幅に向上した。

公共交通

ʿ ӻ◕ ộЫКЅЮрЕ ᴮ ⁮
ώΨЎазОрТйАЕ

●「ふくチャリ」の利用回数推移（年度） ●貸出ポート一覧（Ｒ6．４．１時点）
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（１）福井駅周辺の再開発中心市街地

●再開発事業等位置図

〇アオッサやハピリンなどの大型再開発事業が順次完成し、福井駅前電車通り北地区などにおいて再開発が進行中である。
〇北陸新幹線（金沢・敦賀間）開業に合わせ、福井駅前電車通り北地区A街区が部分開業した。
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（２）空き店舗

〇中心市街地における空き店舗については、平成２８年のハピリン開業を境に大きく減少している。
○平成２８年以降の空き店舗数は、概ね横ばいで推移している。

中心市街地

Ᵽᾶ◐᷂Ӣ●中央１丁目における空き店舗の推移（年次）
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（３）まちなかのにぎわい

〇福井駅周辺における2０２3年（令和5年）の歩行者・自転車数の年間平均は、前年に引き続き、回復している。

中心市街地

●福井駅周辺（中央１丁目）における歩行者・自転車通行量の推移（年次）
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（４）足羽山のにぎわい

〇令和５年度は、桜の開花時期の影響により、令和４年度と比べて全体的に利用者数が減少した。

中心市街地
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（人）

●足羽山主要施設の利用者数の推移(年度）

足羽山公園遊園地
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（１）公共施設の状況（インフラ施設）

〇社会情勢の変化や市民ニーズに対応した、最適な状態での公共施設等の維持管理・更新を進めている。

生活インフラ
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●インフラ施設の保有量の推移

類型区分 大分類 中分類 主な施設 H27 3 R3 3

イ
ン
フ
ラ
施
設

都
市
基
盤
施
設

道路
都市計画道路、一級市道、二級市道、その他の市道、自転車歩行車道 7,207 路線 延長 2,055,883 m 7,345 路線 延長 2,146,610 m
橋梁 1,782 橋 橋長 13,163 m 1,756 橋 橋長 12,765 m
トンネル 1カ所 延長 270 m １カ所 延長 270 m

河川

河川（準用河川・普通河川等） 267 本 延長 173,455 m 267 本 延長 173,455 m
河川公園、桜づつみ等 12カ所 11カ所
樋門、樋管 114 カ所 116 カ所
排水機場 8カ所 10カ所

公園
街区公園、近隣公園、地区公園、総合公園、歴史公園・緑地など 487 カ所※ 面積 376.75 ha※ 514 カ所 面積 384.68 ha
観光関連公園・遊歩道 26 カ所 26 カ所
運動公園、スポーツ施設（サッカー場、グラウンドなど） 17カ所 16カ所

広場 駅前広場等 4カ所 3カ所

農
林
水
産
関
連
施
設

農道
広域農道・農免農道 8路線 延長 27,100 m 8路線 延長 27,100 m
農道橋 21橋 橋長 743 m 21橋 橋長 743 m
トンネル 1カ所 延長 162 m 1カ所 延長 162 m

林道
林道（軽車道・自動車道） 266 路線 延長 394,300 m 263 路線 延長 399,159 m
橋梁 67 橋 橋長 519 m 65 橋 橋長 564 m
トンネル 1カ所 延長 360 m 1カ所 延長 360 m

公園
農村公園 21カ所 21カ所
森林公園 4カ所 4カ所

漁港 第1種漁港、第2種漁港 7カ所 6カ所
集落排水 集落排水処理施設、集落排水管路 28 カ所 28 カ所

用水路
用悪水路 77 カ所 延長 379,744 m 77 カ所 延長 379,744 m
排水機場 19カ所 19カ所
樋門・樋管 9カ所 9カ所

その他
滝波ダム 1カ所 1カ所
漁港海岸 6カ所 延長2,775 m 6カ所 延長2,445 m
農地海岸 4カ所 延長1,900 m 4カ所 延長1,900 m

そ
の
他

施
設

トイレ 観光施設トイレ、公衆トイレ、マンホールトイレ等 253 カ所 265 カ所

駐車場
平面駐車場 10カ所 面積 8,908 ㎡ 10カ所 面積 8,908 ㎡
駐輪場 26 カ所 駐輪台数 3,930 台 31カ所 駐輪台数 4,049 台

その他 携帯電話関連施設、防災行政無線関連施設 243 カ所 248 カ所

公
営
企
業
施
設

上
水
道

上水道
上水管路

配水管総延長
2,000,393m

配水管総延長 2,010,317m

配水池 23 カ所 23 カ所
浄水場 9カ所 8カ所

簡易水道
簡易水道施設 21カ所 19カ所
飲料水供給施設 13カ所 13カ所
簡易水道管 簡易水道管総延長87,221m 簡易水道管総延長91,355 ｍ

下
水
道

下水道

下水管路 下水管総延長1,444,365m 下水管総延長1,567,044m
雨水貯留槽・雨水貯留管等 14カ所 12カ所
ポンプ場 24 カ所 21カ所
マンホールポンプ場 160 カ所 160 カ所
下水処理場等 7カ所 7カ所

ガ
ス

ガス
ガス管路 ガス管総延長 541,930m

令和2年にガス事業を民間譲渡
ガス工場 1カ所

※R3.3月末の公園個所数は、
H27 .3月末時点のデータを
精査した数値



（２）公共施設の状況（建物施設）

〇社会情勢の変化や市民ニーズに対応した、最適な状態での公共施設等の維持管理・更新を進めている。

生活インフラ
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●建物施設の保有量の推移
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大分類 中分類 主な施設
H27 年3月末 R3年3月末

面積増減(㎡)
施設数 延床面積(㎡) 施設数 延床面積(㎡)

学校・子育て施設

学校

小学校 47 255,540 47 256,436 896

中学校 24 173,265 24 176,569 3,304

幼稚園 5 1,946 5 1,947 1

保育園等 保育園、こども園等 38 22,381 28 18,371 ▲4,010

児童館等 児童館等 34 10,992 32 10,225 ▲767

公民館 公民館 公民館 53 34,440 53 35,545 1,105

消防・防災施設
消防庁舎・消防署 消防局庁舎、消防署・消防分署・分遣所 23 17,605 20 17,199 ▲４０６

分団本部 分団本部等 31 2,446 36 2,735 289

庁舎等

市庁舎 本館、別館、分館、企業局庁舎 4

42,370

4

43,003 633その他庁舎 総合支所（美山、清水、越廼）、車両基地 4 4

サービスセンター サービスセンター（西、東、北）※南はベル内 3 3

文化施設

博物館等 美術館、郷土歴史博物館、自然史博物館ほか 11 20,488 9 24,661 4,173

図書館 図書館、みどり図書館、桜木図書館、清水図書館、美山図書館 5 10,501 5 10,520 19

多目的ホール
きらら館、清水社会福祉センター、地域交流プラザ、フェニックス・プ
ラザ、木ごころ文化ホール

7 40,598 5 34,586 ▲6,012

文化財 養浩館庭園、朝倉氏遺跡、おさごえ民家園 3 2,911 3 3,445 534

産業系施設 産業系施設 競輪場、中央卸売市場、園芸センターほか 11 73,415 8 65,240 ▲8,175

観光・レクリエーショ
ン施設

観光施設等 水仙の里公園、柴田公園ほか
23 28,053 22 26,202 ▲1,851

レクリエーション・入浴・宿泊施設みらくる亭、鷹巣荘、SSTランド、足羽山公園遊園地ほか

スポーツ施設 スポーツ施設 体育館、わかばテニスコート、きららパークほか 22 40,521 21 41,423 902

市営住宅 市営住宅 市営住宅 21 131,264 21 131,656 392

その他施設

福祉保健医療施設 健康管理センター、清水健康管理センター、聖苑ほか

27 85,649 29 81,612 ▲4,037
ゴミ処理施設 クリーンセンター、収集資源センターほか

教育関連施設 給食センター、少年自然の家ほか

駐車場 大手駐車場、大手第２駐車場、本町通り駐車場ほか

396 994,385 379 981,375 ▲１３,０１０



（３）橋りょうの修繕

○橋りょうの安全性や信頼性を確保するため、「福井市橋梁長寿命化修繕計画」に基づき、計画的な補修及び更新を実施。
〇５年間を1つのサイクルとして、市道に位置する橋長２ｍ以上の橋りょうを対象に点検を行った結果、平成２６年度から３０年度
の点検でⅢ判定となった47 橋の補修及び更新を、平成30 年度から令和5年度にかけて実施。
○現在は、令和元年度から５年度の点検期間においてⅢ判定となった49 橋の補修及び更新を実施中。

生活インフラ
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●橋りょう修繕率の推移（H26 ～H３０点検分）
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（４）空き家率（推移）

〇本市の住宅総数は増加傾向にあり、平成３０年では、１１８,６１０戸となっている（平成３０年１０月１日時点）。
〇空き家数は、１７，０２０戸であり、空き家率は１４．３％となっている（平成３０年１０月１日時点）。

生活インフラ

●空き家率の推移（年次）
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（５）空き家（地区別）

〇過疎化の進行が考えられる山間部や海岸部の区域の割合の突出が目立つ。
〇市街地やそこに隣接する区域は、空き家等の割合が比較的低くなっているが、市中心部では周辺隣接区域と比べて
やや高い傾向が見られる。

生活インフラ

●公民館区域毎の世帯数に対する『「空き家等※ではないか」と思われるもの』の割合分布図
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（６）下水道

〇未普及地域への下水管の延長により、下水道の人口普及率は令和５年度末時点で9９．１％となっている。
○令和６年度以降、下水道管路の地震対策に本格的に着手し、重要な幹線等の耐震化を優先して実施。

生活インフラ

●本市の下水道の人口普及率※の推移（年度）
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※整備計画区域内の人口に対する供用人口（公共下水道に接続できる人口）の割合

●本市の下水道施設の耐震化率（年度）

※重要な幹線等の耐震化率＝耐震化済管路延長／下水道管路総延長×１００
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（７）水道

〇人口減少や節水機器の普及などにより、使用水量は年々減少しており、今後も減少する見込み。
〇福井市の水道施設の耐震化率は、類似団体平均と比べ、低い状況となっている。（基幹管路を除く）

ʿ ӻ◕ ⱧỘРЅдр2020
ӻ◕ ⱧỘРЅдр2020 Ḛ ͐
Ṫ ᾆẕЈрЌ˔ˮ ⱧỘϹϱЖжϱрỘ ◙ ˢPIˣ▄ Ὣᴮˢ ͏ ˣτνΜο˯
ӻ◕ ϓ

生活インフラ

●本市の給水量の見通し(年度)
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ẑ Ệ

類似団体平均※

69.0

類似団体平均※

30.6
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（1）若者の県内定着状況

〇令和５年3月卒業の県外大学からのUターン就職率は、２８．２％（前年度比+0.8 ポイント）であった。
〇エリア別でみると、県が相談体制を拡充した名古屋事務所及び京都事務所のエリアで、Uターン率が伸びている。

●福井県へのUターン就職率の推移

地域活性化

27ʿ ӻᾉR5.9ˮ ᶘ יּ χ⅜ ệ ₰ˢUЌ˔р ˣ˯

卒業年月 Ｈ２８．３Ｈ２９．３Ｈ３０．３H3 １.3 R２．３ R３．３ R４．３ R５．３

県外大学等への進学者数※【A】
※４年前の大学、2年前の短大進学者数

2,695 2,547 2,459 2,588 2,576 2,674 2,613 2,579

福井へのＵターン就職者数
【B】

776 744 77 ５ 830 683 727 715 727

Ｕターン就職率※（％）
※【B】÷【A】×１００ 28.8 29.2 31.5 32.1 26.5 27.2 27.4 28.2

エリア 全体
（関東） （関西） （中京） （北信越）

エリア別Ｕターン就職者数 727 （+１２） 51 ( - 13) 294 (+24) 138 (+27) 195 ( - 35)

エリア別Ｕターン就職率（％） 28.2 (+0.8) 11.8 ( - 3.4) 29.1 (+ . ) 32.1 (+5.5) 36.7 ( - 4.2)

●Uターン就職率の主なエリア別内訳

主なエリア別で見ると・・・

() は、対前年度比



（2）三世代同居

〇福井市の三世代同居率は全国平均と比べると高い水準にあるものの、減少傾向が続いている。

ʿ ӻ◕ ṁ ὓᵊˢ⁯ ₰ˣ

●三世代同居世帯の推移

地域活性化

28



（3）地区別人口変動

〇越廼地区周辺や美山地区において特に人口減少が進んでいる一方で、中心市街地の周辺や森田地区では人口が増加。

ʿ ӻ◕ ṁ ὓᵊˢ ṁ ˣ

●地区別の人口増減率（R3／H23 ）

地域活性化

29



（4）自治会加入率

〇本市の自治会加入率は、中核市平均よりも高くなっているが、平成19年以降、減少傾向にある。

ʿ ᶋ◕◕ ᵓˮ ͑ ◕ ˯

●自治会加入率の推移（年度）

ẑ ṇ 27 פּ Ḯ
ẑ ḭ ︡ ךּ Ḯךּ

（％）

地域活性化

30

82
81 81 81

80
79 79 79

78
77

76 76
75

74 74
73

71 71 71
70

69
68 68

67

60

65

70

75

80

85

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

║



（１）女性の就業

〇福井県の共働き世帯割合は、全国１位（６１．２％）となっている。
〇女性の管理職の割合では、全国４１位（13.7 ％）となっており、全国平均（15. ７％）を大きく下回る状況にある。

●夫婦世帯における共働き世帯の割合（令和2年）

共生、協働

●管理的職業従事者に占める女性の割合（令和2年）
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順位 都道府県 世帯割合

║ 61.2 ð

２ 山形県 59.9 ％

３ 島根県 58.7 ％

４ 富山県 58.3 ％

5 鳥取県 58.0 ％

全 国 51.6 ％

12.7

13.1

13.2

13.3

13.7

14.3

17.7

17.9

18.0

18.0

19.6

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

47∞

46∞

45∞

44∞

41∞ ║

38∞

5∞

4∞

2∞

2∞

1∞

全国平均
１５．７% （％）
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７時間４６分

5時間9分

6時間３８分
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3時間３５分

49 分

４時間６分

0

100
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300

400

500

600

夫 妻

（２）夫婦の家事・育児、労働時間

〇福井県における夫の家事・育児時間は、増加（24 分⇒49 分）しているが、妻に比べて非常に短い。
〇福井県における仕事時間については、夫及び妻ともに減少している。

●福井県の子供のいる共働き世帯の夫婦の家事・育児、労働時間（１日あたり）

共生、協働

ʿ ὓộˮ ͎͔ ᵓזּ ᶨṁ ₰˯ 70-1
ˮ ͏ ᵓזּ ᶨṁ ₰˯ 76-1

家事・育児時間

H2８ R３

（分）

H2８ R３

（分）
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（３）男性の育児休業

〇福井県における男性の育児休業取得率は増加傾向にあり、令和５年度は前年度比１１．１ポイント増の３１．４％となった。

共生、協働

ʿ ӻᾉˮ ͑ ӻᾉỠ יּ Ộḕẽṁ ₰ ⁮ ˯
⁯ˮ 4 ᾼ ỡ ṁ ₰ˢῡ ˣ˯

●男性の育児休業取得率の推移（年度）
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（４）都道府県版ジェンダーギャップ指数

〇都道府県順位では、行政分野の良さが特徴である。
○教育・経済分野はほぼ横ばいとなっており、行政の取組をどう波及させるかが鍵となっている。

共生、協働

ʿ ӽΤϣЅϴрЍ˔ ᾆẕᵓHP
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行政 0.266 （7位）

教育 0.377 （28 位）

経済 0.339 （43 位）

政治 0.１５６（１５位）

͐

֩ ∞֪

行政 0.304 （5位）

教育 0.546 （32 位）

経済 0.340 （44 位）

政治 0. 165 （19位）
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（５）市内在留外国人数の推移

〇令和５年末における本市の在留外国人数は５,１８３人となり、２年連続で増加傾向となっている。
〇国籍別の外国人数では、ベトナムが最も多く、次いで中国となっている。

●福井市総人口の推移と在留外国人数の推移（各年12月末時点）

共生、協働

ʿ ӻ◕ ὓ

●国籍別在留外国人数の推移（各年12月末時点）

ˢ ˣ
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(６)ボランティア

〇福井市総合ボランティアセンターでは、様々なボランティア講座の開催やボランティア活動の情報提供を行っており、
令和５年度は、４２０人を超える市民がボランティア講座に参加。

ʿ ӻ◕ ϓ

●ボランティア講座の実施状況（令和５年度）

共生、協働
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ボランティアアカデミー（講義）の様子

ボランティアアカデミー（体験）の様子
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悪性新生物
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30%

（１）医療

〇市民１人当たりの年間医療費は、国民１人当たりの額よりも高くなっている。
〇福井県における死因では、生活習慣病の主な疾患である、悪性新生物（がん）、心疾患、脳血管疾患などが上位を占めている。

福祉

●福井県における死因別死亡状況（令和４年）

ʿ ͐ ӻᾉ־ ὓ ῢ ὓ
͎͍ ˢ♂ ˣ

●国民健康保険の医療費の推移（1人当たり年額）
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（円）

死亡
10,519 人
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（２）特定健診受診率の推移福祉

●本市の特定健康診査の受診率の推移（年度）
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〇平成20 年度の特定健診事業開始から上昇傾向にあり、新型コロナウイルス感染症の影響により令和２年度に大きく受診率が
低下したものの、令和３年度からは再び上昇傾向となっている。
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（３）出生の状況

〇本市の合計特殊出生率は全国平均よりも高水準にあるが、依然として人口置換水準（２．０７）を大きく下回っている。

ʿ ͐ ῢ ₰ˢῡ ˣʺ ӻ◕ ϓ

●福井市の出生数及び合計特殊出生率の推移
（人）

福祉

※人口置換水準・・・人口が増加も減少しない均衡した状態となる合計特殊出生率の水準のこと

本市の出生数(人)

║ の合計特殊出生率

の合計特殊出生率
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（４）保育

〇少子化の影響等により、入所児童数（需要）と入所定員数（供給）の差が拡大する傾向にある。

ʿ ӻ◕ ὓ

●本市の保育所数及び入所定員数・入所児童数の推移（各年４月１日現在）

（人） （施設数）

※施設数は、2号・3号認定の定員を持つ保育所や認定こども園の分園及び休園を含む施設数。
※入所定員数は、認可定員ではなく2号・3号認定の利用定員とする（１号認定の利用定員及び休園の定員は算入しない）。
※入所児童数は、2号・3号認定子どもの入園児童数とする（1号認定子どもの入園児童数は算入しない）。
※広域委託児童数を除き、広域受託児童数を含む。

福祉

入所定員数

入所児童数

保育所等施設数

40



（５）地域子育て支援センターの利用状況

〇新型コロナウイルス感染症の影響により令和２年度に大きく利用者数が減少した。
○コロナ禍を経て、利用者数は順調に回復している。

●本市の地域子育て支援センターの延べ利用者数の推移（年度）

ʿ ӻ◕ ộЫКЅЮрЕ ᴮ ⁮
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親子の広場
「あ・の・ね」

ひよこ広場
（旧明里保育園）

ハーツきっず羽水
「ひよこるーむ」

きのこルーム
（たけのこ児童館内）

ハーツきっず学園
「ひよこるーむ」

ぴょんぴょんルーム
（みやまこども園内）

ハーツきっず志比口
「ひよこるーむ」

アオッサ子育て広場

たんぽぽ広場
ゆりかごと赤とんぼ
（清水健康管理セン
ター内）

ぱんだルーム
（旧木田保育園）

ᵪ

●本市の地域子育て支援センター（R6.4 時点）

福祉
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（６）児童虐待

〇児童虐待相談件数は増加傾向にあったが、令和３年度は減少している。
〇種別でみると、最も多いのが「心理的虐待」であり、次が「身体的虐待」となっている。

ʿ ♅“ ⁮ ˢ͎͔ ˣ

●福井県の児童相談所における児童虐待相談の対応件数の推移(福井県総合福祉相談所・敦賀児童相談所の合計）

福祉

（件）

計346

計１018
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計１113

（性的行為など）

（食べ物を与えない、車に放置など）

（殴る、やけどを負わせるなど）

（脅迫、無視、兄弟との差別的な扱いなど）
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（７）平均寿命と健康寿命

〇令和３年の福井市の健康寿命は、男性が８０．１７歳、女性が８３．８８歳となっている。
〇健康寿命はどちらも延伸傾向にあり、近年は特に男性の伸びが大きくなっている。

ʿ ӻᾉὲῴ ├ᴿ

●福井市の健康寿命の推移（年度）

福祉

平均寿命
障害期間
健康寿命

ˢ⅞ˣ ˢ⅞ˣ
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平均寿命
障害期間
健康寿命

81.65

1.48

80.1778.74

1.58

80.33

83.37 83.88

3.18

87.07

3.27

86.63



（８）高齢化（地区別）

〇山間部や沿岸部において、高齢化率が特に高くなっている。
〇中心部の高齢化率が高くなっているが、その周辺エリアについては、高齢化率が低くなっている。

●令和３年における地区別高齢化率（65 歳以上人口の割合）

福祉
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（９）介護

〇高齢者における要支援及び要介護認定者数は、増加傾向にあったが、近年は横ばいの状態となっている。

ʿῡ ᵒῐ ᾑⱧỘ ệ ⁮ ͎˵͍
ᵒῐ ᾑⱧỘ ệ ⁮ˢ ͑ ͏Ὦ ˣ

●本市の要介護・要支援認定者数の推移

ˢ ˣ ˢ ˣ

福祉
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高齢者の . %が
要介護認定

高齢者の4.5 %が
要支援認定

高齢者の . %が
要介護認定

高齢者の . %が
要支援認定



（１０）障がい者

〇身体障害者手帳の交付状況は近年減少傾向にある。
○療育手帳や精神障害者保健福祉手帳の交付件数は増加傾向にある。

ʿ˙ ͐ ͑
͓ṍ ӻ◕ ΥΜ ♅ὓᵊ ӻ◕ ϓ
͏ṍ ӻ◕ ΥΜⱪ ♅ὓᵊ

●本市の障がい者手帳の交付件数の推移(年度）

福祉
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（１１）生活保護

〇生活保護の世帯類型では、高齢世帯の増加が著しく、令和３年度以降、1200 世帯を超えている。
〇保護率は上昇傾向にあり、令和５年度は１０．２７‰（パーミル※）で、市民の約１００人に１人が生活保護を受給している。

ʿ ӻ◕ ϓ

●世帯類型別の被保護世帯数、保護率（年度）
ˢ ˣ

福祉

高齢世帯

傷病障害世帯

その他の世帯 母子世帯
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保護率(‰)

ˢ‰ˣ

※１０００分の１を１とする単位で、１‰は０．１％



収入・生活費

1,114 

ひきこもり

995 

家族・人間関係

992 

障害

676 

家賃・修繕問題

639 

健康

605 

その他

2,165 

家族・人間関係

806

収入・生活費

789

就職

397
家賃・修繕問題

320

その他

1737

（1２）生活相談

〇平成２９年度と比べ、令和５年度の相談件数は約１．８倍近くに増加している。
〇令和５年度の相談内容種別では、「収入・生活費」が1,114 件と最も多く、次いで「ひきこもり」「家族・人間関係」の順となっている。

ʿ ӻ◕ ϓ

●福祉総合相談室「よりそい」※での相談内容種別（件数／年度）

福祉
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（1３）ひきこもり

〇ひきこもりと思われる男性116 人のうち、約半数が40 歳～６４歳となっている。
〇ひきこもりと思われる女性37 人のうち、半数以上が６５歳以上となっている。

出典：福井市民生児童委員協議会連合会事務局

●本市におけるひきこもりと思われる人数（年代別）

福祉

5 39  

21ð

40 64

52 ð

65 ∙

26 ð

1ð

5 39

 27 ð

40 64

14ð

65 ∙

59 ð

（男性：116 人） （女性：37 人）

※ひきこもり：同居している家族等以外との交流がほとんどない状態が概ね６か月以上続いている、市内在住の１５歳以上の方
※調査方法 ：民生児童委員に対し、普段の活動の中で把握しているひきこもりと思われる人数を聞き取り（令和元年10月～11月）
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（１４）保健衛生

〇令和５年は、１０件の食中毒が発生しており、うち７件は「アニサキス」が原因となっている。

福祉

╣ ╣

1 R５．１．２１ 1名 飲食店が調理提供した「しめ鯖」 アニサキス 営業停止処分

２ R５．２．１ １名 量販店が販売した「ブリ刺身・ヤリイカ冊・ヒラメ冊」 アニサキス 営業停止処分

３ R５．３．５ １名 不明 アニサキス －

４ R５．３．２１ １名 不明 アニサキス －

５ R５．５．１１ 1０名 飲食店が調理提供した「ヒラメの刺身」
クドア・セプテン
プンクタータ

－

６ R５．６．２１ １名 飲食店が調理提供した寿司（マグロほか）、刺身（ブリほか） アニサキス 営業停止処分

７ R５．６．２２ ５名 飲食店が調理提供した食事「コース料理（焼き鳥ほか）、塩レバーほか」カンビロバクター 営業停止処分

８ R５．７．２０ １名 不明 アニサキス －

９ R５．８．１２ １３名 飲食店が調理提供した食事「会席料理（石焼御膳ほか）」 ノロウイルス 営業停止処分

１０ R５．９．１６ ２名 飲食店が調理提供した「さば棒寿司」 アニサキス 営業停止処分

名
ʿ◕Ш˔ЭЧ˔ЅϢϤ

●近年の福井市での食中毒発生状況（年次）
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R1 R R R R5

発生件数 ３件 ４件 ４件 ７件 １０件

患者数 ６名 ８名 １０１名 １９名 ３６名

アニサキスの幼虫（国立感染研究所提供）



（１）ごみ

〇市全体におけるごみの排出量は、毎年減少傾向にある。
○令和５年度の燃やせるごみに混入している資源物の割合は、２４．５％と、前年度より２．１ポイント改善した。

環境

●本市のごみの総排出量・燃やせるごみに混入している資源物の割合（年度）●市民1人１日あたりのごみの量（年度）

(年度)

(ｇ)

ご
み
の
排
出
量
（ｔ
）
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（２）自然エネルギー、公害

〇太陽光発電設備の導入については、国のエネルギー買い取り制度等による後押しもあり、補助終了後も増加傾向にある。
〇福井市では、毎年１５０件程度の公害が発生しており、近年は野焼きなどによる「大気汚染」が最も多く発生している。

環境

●福井市における公害の種類別発生件数の推移（年度）●福井市の太陽光発電導入量（年度）
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（３）気温変動、温室効果ガス

〇世界的に温暖化が進んでおり、本市においても平均気温が上昇傾向にある。
〇本市における温室効果ガス排出量は減少傾向にあり、令和３年度は、平成２５年度より約２割減少。

環境

●１００年間の気温変動（年平均値） ●福井市における温室効果ガス排出量の推移（年度）

ʿ ӻ◕⌠ ˮώΨΜχḕẽ ͑ ˯
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（１）火災・救急

〇本市では毎年約４０～50 件程度の火災が発生しており、令和４年は３８件に減少したものの令和５年は増加した。
〇救急件数及び搬送人員は、平成３０年から令和２年にかけて減少していたが、令和３年以降は増加傾向となっている。

●本市における火災発生件数（年次）

防災、安全安心

●本市における救急件数及び搬送人員の推移（年次）
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（２）自然災害

ʿ ӻ◕⌠

防災、安全安心
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（３）水防業務の効率化（地下道等）

ʿ ӻ◕DX ὓᵊם☼ὓᵊˢϯϼЄдрФжрˣἿ∏ⱧỘ ệ
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●地下道遠隔監視装置、カメラの設置数（累計）

防災、安全安心
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●地下道遠隔監視装置、カメラの設置箇所

ȔɊɒ

זּ ꜛ ᷀ḩḱ

定正地下道(定正町) 1 1

石盛地下道(石盛町) 1 1

八重巻地下道(八重巻町) 1 1

寮地下道(殿下町) 1 1

合島地下道(合島町) 1 1

栂野地下道(栂野町) 1 1

下馬地下道(下馬１丁目) 1 1

南福井構内第１地下道(みのり１丁目) 1 1

南福井構内第２地下道(みのり１丁目) 1 1

池田地下道(花堂中１丁目) 1 1

大町地下道(大町１丁目) 1 1

大町地下横断歩道(大町) 1 1

莇生田地下横断歩道(下莇生田町) 1 1

下河北地下道(下河北町) 1 1

新開地下道(新開町) 1 1

今村地下道(主計中町) 1 1

鉾ヶ崎地下道(鉾ヶ崎町) 1 1

角原地下道(角原町) 1 1

生野地下道(生野町) 1 1

末広地下道(末広町) 1 1

中村地下道(主計中町) 1 1

殿下地下道(殿下町) 1 1

和田中地下横断歩道(和田１丁目) 1 1

ꜛ

〇地下道等のリアルタイム情報を一元的に管理・運用できる「水防管理システム」構築のため、遠隔監視装置やカメラの設置を
   計画的に進めている。

※令和６年度は新たに遠隔監視装置及びカメラを10か所に設置予定

（基、台）



（４）水防業務の効率化（河川等）

〇河川等の浸水常襲箇所のリアルタイム情報を一元的に管理・運用できる「水防管理システム」構築のため、水位計やカメラの
設置を計画的に進めている。

ʿ ӻ◕DX ὓᵊם☼ὓᵊˢϯϼЄдрФжрˣἿ∏ⱧỘ ệ
ӻ◕ ϓ

防災、安全安心

●水位計・ウェブカメラの設置数（累計）
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20

R4年度 R5年度

水位計

ウェブカメラ

ӡὓ ϸЮж

底喰川開発川合流点 1

フレンドマート交差点 1 1

県立ろう学校周辺 1 1

鹿江公園周辺 1 1

新田塚自動車学校周辺 1 1

木田小学校東 1 1

開発向田公園調整池 1 1

大和田北公園調整池 1 1

町屋調整池 1 1

底喰川遊水地 1 2

森田北東部1号公園調整池 1 1

定正ふれあいパーク調整池 1 1

●水位計・ウェブカメラの設置箇所

ȔɊɒ

∞

※令和６年度は新たに水位計を５か所に設置予定

（か所、台）



（５）住宅の耐震化率

〇住宅約１０．２万戸（令和２年度）の内、耐震性を有していると推計される住宅は約８．７万戸で、耐震化率は８５．４％であり、
令和７年度に向けて、耐震化率は更に改善する見込みである。

○昭和５５年以前に建築された住宅※1の耐震化率の向上が課題となっている。

●福井市内の住宅の耐震化率の推移（年度）

防災、安心安全

ʿ ӻ◕ὺ ᵠ ὓᵊˢH20.3├ ʺR3.3ᵠ ˣ

ˢ̋ˣˢᾭˣ
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52,700 

86,900 
92,300 

35,400 

14,900 
13,400 

59.8

78.1 79.9
85.4

87.3

0
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0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

平成18年度 平成23 年度 平成27 年度 令和2年度（推計）令和7年度（推計）

耐震性有 耐震性無 耐震化率

88,100

※１：昭和５５年以前に建築された住宅
・昭和56 年５月以前に建築された旧耐震基準によるもの

※２：昭和５６年以降に建築された住宅
・昭和56 年6月以降に建築された新耐震基準によるもの

耐震性の目安

105,700

101,800

ă0 ă1



（６）犯罪

〇福井県の刑法犯認知件数は減少傾向にあったが、令和５年は２，８４０件で前年より１７６件（６．６％）増加した。
〇令和５年の防止重点８罪種では、「自転車盗」が５４２件と最も多く、次いで「万引き」「器物損壊」「置引き」の順で発生している。

ʿ ӻᾉὕ╔ˮ ͑ ӻᾉχⱵӗ ˯

防災、安全安心

●福井県における刑法犯認知件数と防止重点８罪種の推移（年次）

59
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（７）消費者トラブル

〇令和５年度の特殊販売に関する相談件数は７３３件であり、前年度に比べ増加（前年度比１０５．３%）している。
〇相談件数全体の約７割を「通信販売」が占めている。

ʿ ӻ◕ ͑ ᶨ χᵵ

防災、安全安心

販売購入
形態/年代

20
歳未満

20
歳代

30
歳代

40
歳代

50
歳代

60
歳代

70 歳
以上

その他
・不明

計
令和
４年度

(%)

訪問販売 １ 1２ ２ ７ ９ １２ ４０ １７ １００ ６３ １５８．７

通信販売 ３５ ２５ ５２ ５１ ６８ ８９ １１６ １０１ ５３７ ５４８ ９８．０

マルチ・マルチまがい取引
（※1）

０ ２ ０ ２ ０ ０ １ １ ６ １１ ５４．５

電話勧誘販売 ０ ４ ３ ５ ７ １０ ２１ １６ ６６ ５６ １１７．９

ネガティブ・オプション（※２） ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 皆減

訪問購入 ０ ０ ０ ２ １ １ １２ １ １７ １１ 1５４．５

その他無店舗販売 ０ ０ １ １ １ １ ２ １ ７ ６ １１６．７

合計 ３６ ４３ ５８ ６８ ８６ １１３ １９２ １３７ ７３３ ６９６ １０５．３

●特殊販売に関する契約当事者の年齢別相談件数（令和５年度）

ẑ1Ḳ ḭ אל ḭ אל כֿ לּךּ
ẑ2Ḳ ḱ ḭ ︡ ךּ ךּ ḭוֹ פּ ḭ ︡ ךּ

צּ ךּ ḭ טּ ︡ ︣

（件）
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452
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1143 1146
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（８）交通事故

〇人身事故件数、負傷者数は減少傾向にあったが、令和３年以降は増加傾向にある。
〇令和５年の死者数は３人で、人口千人当りの死者数の県内平均を下回った。

防災、安全安心

●福井市の交通事故による人身事故件数、負傷者数、死者数の推移（年次）

（件、人） （人）

61
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負傷者数

人身事故件数

死者数

║

人身事故件数
(人口千人当たり)

1.761 件 1.281 件

死者数
(人口千人当たり)

0.012 人 0.026 人

傷者数
(人口千人当たり)

1.983 人 1.448 人



258
349

443

613

774

1033

1386

1737

2674
2609

3227

2867
2771

2623

2813

29 28 45
123 159

256
377
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1010
889

818
743 777

0
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3500
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【参考】
福井市６５歳以上運転免許保有者数（R５年末）

48,745 人

（９）運転免許返納

〇福井県全体の運転免許返納者数は、近年は減少傾向にあったものの、令和５年は前年に比べ増加した。
〇返納しやすい環境づくり（市役所市民ホールや公民館等で警察と合同で自主返納出張窓口を行う）に取り組んだことが、
返納者数の増加につながった。

防災、安全安心

●免許返納者数の推移（年次）

ʿ ӻᾉὕ╔ ˮ ӻχῖ ˯ˢR͑ˣ

║

║

（人）
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5,944 

4,859 

3,387 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

H22 H27 R2

（１）農業産出額の推移、農家数

〇農業産出額は、令和元年以降、減少傾向にあったが、令和４年は７４．９億円と前年に比べ増加（前年比104.6 ％）している。
〇農家数では、平成22 年と比較すると令和２年の農家数は43 ％減少している。

ʿ2020 ˢR2ˣˮ ỘЈрЂІ˯

●本市の農業産出額の推移（年次）

（戸）

· ᶲ̘ת ┤10a ˀῲ ẏ ֖ϼ ѕ15 ̳ˀῲ ⅎ

●本市の農家数（年次）

農林水産業

ʿ ▀ ⌠ ὓ
ˢ 26˙ ͐ ◕ Ộ▀ ᶛˢ ὓˣˣ

（億円）
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●農産物販売金額別経営体数（年次）

（２）農産物販売金額規模別経営体数

○農産物販売金額が３００万円未満の経営体が約９割を占めている。（平成２７年、令和２年）
○平成２７年から令和２年にかけて、５０万円未満の経営体が減少し、１００～３００万円未満の経営体が増加した。

農林水産業

ʿ2015 ʼ2020 ỘЈрЂІ 64

5.5%

2

50 ～
100 万円未満

50 万円未満100 ～
300 万円未満

300 ～
500 万円未満

500 ～
1,000 万円未満

1,000 ～
3,000 万円未満

3,000 ～
5,000 万円未満

5,000 万円～
1億円未満

1億円以上

35.0 ð

25.0 ð

21.0 ð

3.9 ð

3.5 ð

3.8 ð

1.4 ð 0.6 ð

0.2 ð

販売なし

50 万円未満

50 ～
100 万円未満

100 ～
300 万円未満

300 ～
500 万円未満

500 ～
1,000 万円未満

1,000 ～
3,000 万円未満

3,000 ～
5,000 万円未満

5,000 万円～
1億円未満

1億円以上

販売なし

27

43.4 ð

23.8 ð

16.0 ð

2.3 ð

2.4 ð

0.6 ð
0.2 ð

0.1 ð

9.2 ð

2.1 ð

. ð



（３）漁業

〇基幹的漁業従事者数については、年々減少傾向にあり、また平成３０年の高齢化率は５９％となっている。
〇平成２０年と平成３０年の魚種別漁獲量を比べると、すべての魚種において、漁獲量が減少している。

ʿ2018 ẫỘЈрЂІ

農林水産業

●基幹的漁業従事者の年齢階層の推移（福井市）

ὤỎἐ₲ ⁵ ᷈ ͯ

ẑ ḱḱḱ לּ ḭ 15
צּ ךּ

●魚種別漁獲量の推移（福井市）

ʿ ▀ 30 ˮᵤ ẫỘ ▀ ὓ ₰˯

高齢化率
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（４）木材生産量

〇順次間伐を行い搬出を進めたことで、近年は4万㎥を超える木材生産量を維持している。

ʿ ӻ◕ ộЫКЅЮрЕ ᴮ ⁮
      ӻ◕ ϓ

農林水産業

●本市の木材生産量（A材+B 材+C 材）の推移（年度）

66

■A材…製材用の直材 ■B材…合板用の小曲材 ■C材…バイオマス・製紙用の低質材

（㎥）

R6追加スライド



（５）森林組合作業班員、森林整備面積

〇本市管内で活動している森林組合の作業班員数は減少傾向にある。
〇本市の間伐面積は年間平均４００ｈａで推移しているが、造林面積は減少傾向にあり、資源の循環利用が図られていない
状況となっている。

農林水産業

●本市森林組合の作業班員の推移（年度） ●本市森林整備面積の推移（年度）

ʿ ӻᾉ Ộ ὓʿ ӻᾉ Ộ ὓ
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（６）有害鳥獣の被害

〇令和３年度以降、イノシシの捕獲頭数は増加し、シカの捕獲頭数は減少している。
〇有害鳥獣による被害により、令和４年度及び５年度は２千万円以上の被害が発生している。

ʿ ͎ⱳ ӻ◕ Ộᶨ ᴟФжр
      ӻ◕ ϓ

農林水産業

͎͒͝ ͎͓͝ ͎͔͝ ͎͕͝ ͝͏͌ ͍ͧ ͎ͧ ͧ͏ ͧ͐ ͧ͑

イノシシ捕獲頭数
（頭）

1,449 1,322 1,185 1,368 593 1,415 637 ２８２ 435 ５１０

シカ捕獲頭数
（頭）

192 141 180 390 410 653 996 ８９１ 606 ５06

鳥獣類による
農業被害面積

（ha）

35.63 37.00 31.39 13.85 12.71 17.06 10.35 ９.４９ 20.81 24.80

被害金額
（千円）

18,619 16,287 11,247 13,195 13,758 19,749 10,979 1１,０６８ 24,506 22,760

●本市の有害鳥獣の被害等の推移（年度）
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（１）所得

○本県の一人当たり県民所得は、２０20 年には減少したものの、４７都道府県中、第３位となっている。

Ǜ ᶕ Ὂↄּזᵓ ›ᾆẕ ̣ᾉ Ὂↄὓ▄ˢ 18 ˙ 2 ˣ ͓ʽ͍ θϤᾉ ̤

●一人当たり県民所得の推移（年度）

商工業

(千円/年)

69

2,995 3,120

５位

2,609

2,770

２６位

2,903

3,182

３位

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

3,600

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

║

東京都
5,２１４
(1位)



（２）製造業（出荷額）

〇令和３年の製造品出荷額等は、化学工業が繊維工業の出荷額を超えた。
〇木材・木製品製造業は平成２８年に大きく増加し、近年も順調に増加している。

ʿ 19 ʺ24 ʺ29 ʺ 2 ῬỘ ὓ ₰ˢὊↄ▀Ộ ˣ
4 Ὂↄ  ם ₰ˢὊↄ▀Ộ ˣ

●本市の製造品出荷額等の推移 【上位5業種】（年次）

商工業
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（３）製造業（従業者・事業所数）

〇本市の業種において、従業者、事業所数ともに最も多いのは繊維工業（5,274 人、287 事業所）となっている。
〇特化係数をみると、従業者数、事業所数のいずれにおいても、繊維工業の特化傾向が顕著であり、本市製造業の大きな
特徴となっている。

●本市の業種別の従業者数、事業所数 （令和３年６月１日現在）

商工業

●本市の特化係数 [従業者数及び事業所数]  （令和３年６月１日現在）

※本市の製造業において、従業者数が多い業種（構成比5% 以上）を抜粋

ʿ ͏ ὊↄЈрЂІ-ᶨ ₰ˢ ὓộˣ

※ 特化係数
「本市における構成比／全国における構成比」
により算出される、地域のある産業が、どれだけ特化しているかを見る係数
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産業中分類 従業者数 事業所数

┐ 5,274 287

食料品製造業 2,075 128

プラスチック製品製造業 1,743 78

生産用機械器具製造業 1,715 102

金属製品製造業 1,433 115

印刷・同関連業 1,100 116

化学工業 1,099 29

その他 5,562 456

全従業者数 20,001 1,311



（４）有効求人倍率

○有効求人倍率は、全国１、２位の水準で推移し、202 ３年度の求職者の不足数は約1０,000 人。
○職種別では、「事務職」に比べ、「建設・土木業」や「介護・保健医療サービス業」の求人倍率が高く、職種・業種間で
格差が生じている。

●福井県の求人・求職の動向（年間平均者数）

商工業

●福井県の職種別有効求人倍率

ʿ ῟Ẑ ʾẐ יּ ệ( ͒ 3Ὦ )ˢ ӻ ộˣ
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（５）開業率・廃業率

○福井県の開業率は、全国よりも低い傾向が続いている。
○福井県の廃業率は、近年、全国よりもやや高い値だったが、2022 年は全国を下回った。

●国及び福井県における開業率・廃業率の推移（年度）

商工業

ʿ ḼỘ ˢὊↄ▀Ộ ˣΤϣ▄
˲ ӻᾉˢ2022ˣ˳ᾼ ᾑⱧỘ ˢῡ ˣΤϣ▄

開業率…当該年度の雇用関係が新規に成立した事業所数／前年度末の雇用保険適用事業所数×100
廃業率…当該年度に雇用関係が消滅した事業所数／前年度末の雇用保険適用事業所数×100 73
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●本市の観光客入込数と観光消費額の推移（年次）

（１）観光

〇コロナ禍以降、大きく落ち込んだ観光客入込数及び観光消費額が、徐々に回復している。

ʿ ӻ◕ ὓ

観光
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（２）観光地別観光客入込数

〇令和３年以降、「越前海岸」「まちなか」「一乗谷朝倉氏遺跡」の全てにおいて観光客が増加している。

●本市の観光拠点別観光客入込数（年次）

観光
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（３）外国人観光客

〇北陸３県の外国人宿泊者数は、コロナ禍により急激に減少したが、回復傾向にある。
〇都道府県の全国順位でみると、福井県は４４位となっている。

ʿḢΊ ˮ “ ὓ ₰˯ˢ ͐ 1Ὦ˙ ͐ 12Ὦˣ

観光

●北陸三県の外国人宿泊者数の推移（年次）

（人）

●外国人宿泊者数の全国順位（20 ２２）

（人）

76

北陸新幹線
金沢開業

║
87,210

41,660

12,460



（１）文化指標の都道府県順位

○都道府県 幸福度ランキングでは、福井県は総合1位だが、文化分野では、低い順位となっている。
○内訳でみると、「文化活動等NPO認証数」が４５位と最下位付近にあり、県民の文化活動が低調と言える。

ʿ Ὂↄ ˮ2022זּ ᾉ ` жрϺрϽ˯

文化、歴史、自然

●福井県の幸福度ランキングの経年変化（都道府県順位）

͎͍͎͌ ͎͍͌͐ ͎͍͌͒ ͎͍͔͌ ͎͎͌͌ ͎͎͎͌

ḱḻ᷂ḻ᷅ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞

分野別
（５分野）

健康 16位 17位 13位 8位 14位 1１位

טּ 44 ∞ 38 ∞ 42 ∞ 33 ∞ 38 ∞ ∞

仕事 1位 1位 1位 1位 1位 1位

生活 3位 3位 7位 5位 4位 4位

教育 1位 1位 1位 1位 1位 1位

ӽ ᾝ“◙ “◙

余暇・娯楽
教養・娯楽
支出額

余暇時間 常設映画館数 書籍購入額
文化活動等

NPO認証数※

３５位 ２４位 ２５位 ７位 ４３位 ４５位

国際
外国人
宿泊数

姉妹都市
提携数

語学教室に
かける金額

海外渡航者率 留学生数

３６位 ３３位 ３９位 ２７位 ２５位 ３５位

文化

総合４１位

ẑ ḭ ḭ ṇ NPOלּ
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（２）文化財

〇本市には数多くの文化財があり、代表的なものとしては、「一乗谷朝倉氏遺跡」「大安寺」「養浩館庭園」などがある。
○令和３年３月に、県内で初めて国の重要文化的景観として「越前海岸の水仙畑下岬の文化的景観」が選定された。

ʿ◕Ш˔ЭЧ˔Ѕ

文化、歴史、自然

●本市の文化財の登録状況(R .4.1 ᵅṖ)

⁯◙ ˢ ˣ ᴟ∞ ᾉ◙ ᴟ∞ ◕◙ ᴟ∞

建造物 1 ʸồ 3 ₮ᵃồ １８Ӊ ·ὡ

絵画 3 ᴰ ― рₑ １１ᴰ ―⁪ √⁵ ψ ３ ᴰ ― ♩֙♩ψₑ

彫刻 1 ὣˢאַ ѐͭ Ṽ ת 1９ ʚאַ Ḹת 1８ √אַ Ẫאל ת

工芸品 3 ∟֘ῨѢ ５ ̯◗Ḋᶕװ 1 ῭

書跡、典籍、古文書 2 Ế ᾙ ᴕΌἿᶓ ỡ ᾙ  2 ὣˢ ת 3 ∩ ồ ᾙ

歴史資料 1 ⅎφҷ ₑ ԅ 2 Ἣỵ

考古資料 2 ˢῶ Ⱪẹ˚╒ὶ 6 м├כ◊ 5 ├м ﬞ

無形民俗文化財 2 ᴘ‹Ỏ 6 ụ ２ ╜

有形民俗文化財 1 К 1 ‹Ἆ╤├◊ψ

史跡 3 ˢῶ Ⱪẹ˚╒ 5 ύ 1７ ∕ᵃồ

名勝 2 ᶦњ Ӊᵮ█₣͢ ̴ 1 ≤ ẹ ≤ ̴

天然記念物 1 דּ− 1 ‴⃰· 20 Ἱ

文化的景観 １ ̯◗τў ₣╢ ͮ ͯ ѐפ

表以外に、国選択文化財：１、国登録文化財：２４がある。
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（３）企画展の入場者数

○郷土歴史博物館企画展への入場者数は、福井駅前の変遷を扱った特別展等が好評だったこともあり、令和５年度は増加した。

ʿ ӻ◕ ộЫКЅЮрЕ ᴮ ⁮

文化、歴史、自然

●美術館 企画展入場者数の推移（年度）
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●郷土歴史博物館 企画展入場者数の推移（年度）

（人）
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∞

（１）学力全国順位

〇2007 年度の調査開始以来、全国トップクラスの学力を維持している。

ʿ ᴬᶘ ˮ ͑ ⁯ᶘ ʾᶘ ệ ₰ ⁮ ˯

∞

学校教育

●全国学力・学習状況調査結果の推移
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（２）体力全国順位

〇福井県の児童生徒の体力では、小中学生ともに、２００８年度の調査開始以来、全国トップクラスを維持している。

ʿІЪ˔Б ˮ ͑ ⁯ ʾ֫ ʺ֫ Ḉ ₰ ⁮ ˯

5֩ ֪

学校教育

●全国学力・運動能力、運動習慣等調査結果の推移（公立）
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（３）英語力

〇福井県の中学3年生の英語力は、全国平均を大きく上回っており、都道府県別で６回連続トップとなっている。

学校教育

●中学３年生の英語力の推移（英検３級程度以上の英語力を有する生徒の割合）（年度）

ʿ ᴬᶘ ˮֽ῎ễӾם☼ ệ ₰˯

（％）

※全国平均には、政令指定都市を含む
※令和2年度は、コロナ禍に伴い調査なし

ӡ ║ 8 ֯%

②東京都 ６０．７%

③群馬県 ５７．９%

④岐阜県 ５６．５%

⑤徳島県 ５５．４%

【令和５年度 都道府県別上位】
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（４）子どもの健康（肥満）

〇肥満傾向の割合は、ほぼ全ての年齢で全国平均・県平均を下回っており、本市の子どもの発育は良好と言える。

学校教育

ʿ ͐ ӻ◕ᶘ  ὲ ὓ ₰χὫᴮ
͑ ӻ◕ᶘ  ὲ ὓ ₰χὫᴮ 83

●肥満傾向者の出現率（福井県・全国・福井市）（年度）
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（１）生涯学習

〇地域住民の活動拠点である公民館を、令和５年度は延べ約６７万人が利用している。

ʿ ӻ◕ ϓ

●公民館における事業別延べ参加人数（令和５年度）

生涯学習、生涯スポーツ

公民館主体 団体主体
合計

教育事業 会議 共催事業 講座 団体事業

51,935 人 39,693 人 142,402 人 208,955 人 232,789 人 675,774 人

７．７％ ５．９％ ２１．１％ ３０．９％ 3４．４％ 100.0 ％

目的別事業

項目計（人）地域の課題解決に
向けた事業

家庭教育
に関する事業

少年教育
に関する事業

青年教育
に関する事業

郷土学習
に関する事業

R５年度 25,283 7,495 8,234 4,050 6,873 51,935

R４年度 22, ３８4 7,564 7,510 3,396 6,663 47,517

R3年度 15,692 5,185 5,762 3,300 4,148 34,087

R2年度 14, ９２１ 5,550 5,269 3,687 4,301 33,728

Ｒ元年度 28,655 10,527 11,401 4,856 10,605 66,044

●教育事業における目的別延べ参加者数（令和５年度）
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（２）図書館

〇令和４年５月からの市立図書館リニューアル工事の影響により、令和３年度と比べて、入館者数は減少した。

ʿ ӻ◕ễӾӦԌᵓˮ ͑ ễӾ ˯

●図書館の利用状況（令和４年度）

生涯学習、生涯スポーツ

市立
図書館

移動図書館
（市立）

みどり
図書館

移動図書館
（みどり）

桜木
図書館

美山
図書館

清水
図書館

福井市
総計

開館日数
※()は３年度比

2８１日
（－３）

１２７日
（－１）

2８２日
（－１）

１２０日
（+９）

3４５日
（+１６）

2８３日
（０）

２８３日
（+４）

ー

入館者数
※()は３年度比

31,426 人
（－１１６，７０５）

8,101 人
（－１，５５５）

198,884 人
（+１９，５０６）

８,１１２人
（－３８７）

２６４，２０１人
（+４５，２４４）

１４，３１７人
（+４９４）

9,６２１人
（+４４８）

534,662 人
（－52,955 ）

貸出冊数

一般書 ８０，０３０冊 １１，５３２冊２５３，８１４冊 ７,１８０冊 188,468 冊 ９,７５２冊 １２，４２８冊563,204 冊

児童書 ３３，９８０冊２４，６２７冊１９５，２６９冊 1７,９３６冊 103,649 冊 ５,６３３冊 １０，７０４冊391,798 冊

1日平均入館者数 １１２人 ー ７０５人 ー ７６６人 ５１人 ３４人 １,６６８人

1日平均貸出冊(点)数 ４３４冊・点 ー １，７６８冊・点 ー ９１３冊・点 ５８冊・点 ９２冊・点 3,２６５冊・点
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※市立図書館 令和４年５月～休館（代替窓口田原町ミニ図書館）
令和６年５月～リニューアルオープン



（３）スポーツ

○市体育施設では、コロナ禍により減少した利用者数が、徐々に回復している。
○少子化やクラブチームへの加入数増加等の影響により、スポーツ少年団の団員数が減少している。

●福井市スポーツ少年団 種目別団数・団員数登録状況（令和5年度）

生涯学習、生涯スポーツ

ʿ ӻ◕ ộЫКЅЮрЕ ᴮ ⁮
ӻ◕ ϓ

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

利用者数（万人） 123 124 117 106 65 6３ 100 1１２

⁵ ╕řἊĵ

●市体育施設利用者数（年度）
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種目別
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陸
上

マ
ー
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合計

団数（団） 2 13 2 2 15 2 6 7 3 2 1 55

団員数（人） 33 233 5６ 23 １７9 ２0 177 147 87 96 6 1,０57

前年比
団員数（人）

-１３ - 195 20 -８ - 18 - 8 - 37 - 6２ 9 15 - 7 - 304



●電子申請可能手続数（年度）

（１）電子申請可能手続数

〇マイナポータル（ぴったりサービス）や福井県電子申請・施設予約サービス（ふくe‐ネット）等を活用し、行政手続のオンライン化
が順調に進んでいる。

ʿ ӻ◕DX ὓᵊם☼ὓᵊˢϯϼЄдрФжрˣἿ∏ⱧỘ ệ
ӻ◕“∞ ᵠᶗ◙ ︡ Ὣᴮ

持続可能な行政運営
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※国の「デジタル社会の実現に向けた重点計画」に示された地方公共団体（市）
が優先的にオンライン化を推進すべき手続き５２のうち、本市において可能と
なった手続数

本人確認が必要な手続でも
マイナンバーカードを利用すればオンライン申請が可能！

▲オンライン化に対応すべき手続一覧（市ホームページより一部抜粋）

ここから申請フォームにリンク！



●窓口以外の証明書等交付率※１の推移（年度）

（２）窓口以外の証明書等交付率

〇マイナンバーカードを利用したコンビニ交付について、令和５年1月から各種証明書の交付手数料を一律１００円引き下げた
   ことにより、窓口以外の証明書交付率が昨年度より１０．７％増加した。

ʿ ӻ◕ ϓˢ˙ ͏ ˣ
ӻ◕“∞ ᵠᶗ◙ ︡ Ὣᴮˢ ͐ ˙ˣ
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持続可能な行政運営

※１：窓口以外の証明書等交付率＝（郵便交付数+コンビニ交付数）÷証明書等交付総数
※２：コンビニ交付率＝コンビニ（マルチコピー機）交付数÷証明書等交付総数
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福井市は、「株式会社東洋経済新報社」（東京）の住みよ

さランキング２０２4年度版(全国の812 市区が対象)で、

2 ∞(県庁所在地や中核市の中で１位）となり、同ラン
キングで6 ᶍ ∞ᶱ しています。

同ランキングは「安心度」「利便度」「快適度」「富裕度」の

計４分野に連なる指標をベースにした調査を元に順位

付けしており、福井市は特に「 」（人口当たり飲食店

数など）や「 」（１住宅あたり延べ床面積など）の分野が

評価されています。

*( ) 内は2023 年度版順位

●全国都市の平均値を５０とした場合の福井市の各項目の偏差値 

*
* ṕẑṖּצ שּ ḭ צּ ךּאל צּ שּ
* ḭ ḭ ḭ ḭ

ʿ ◕Д˔ЌОАϼ2024ˢ Ὂↄ ˣזּ

̮ȆȏǜɧɱȫɱȮ



○2023 年から１ランクアップし、県庁所在地及び中核市の中では第１位となっている。

ʿ ◕Д˔ЌОАϼ2024ˢ Ὂↄ ˣזּ

●「住みよさランキング」における福井市の順位変動

ṥӵ אל ỄỂ2ỆӶ ךּ Ṧ
ḭ ṡ Ṣאל ṡ Ṣṡ Ṣṡ Ṣṡ Ṣ 4 ṇ

︡ḭ20 ךּ ︡ ḭ ︡ 812 ︡וֹ Ḯ
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2018
（平成３０）

2019
（令和元）

2020
(令和２)

2021
(令和３)

2022
(令和４)

2023
(令和5)

2024
( 6)

安心度 66 位 165 位 169 位 212 位 119 位 188 位 154 ∞

利便度 156 位 42 位 43 位 51 位 50 位 40 位 32 ∞

快適度 244 位 213 位 251 位 259 位 260 位 288 位 248 ∞

富裕度 183 位 67 位 76 位 69 位 21 位 35 位 66 ∞

32 位 4 位 5 位 7 位 ２位 3位 2∞

̮ȆȏǜɧɱȫɱȮ ̬ẀҲ



〇全国の都市（８１２市区）と比べ、福井市は「小売業１人当たり販売額」「病院数」などが上位となっている。
〇都道府県（４７都道府県）と比べ、福井県は「有効求人倍率」「保育所：待機児童数」などが上位となっている。

ʿ ◕Д˔ЌОАϼ2024ˢ Ὂↄ ˣזּ

●各種データのうち、 ║ の主な上位項目及び下位項目(812 )
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●各種データのうち、 ║ の主な上位項目及び下位項目( )

ᶉ ∞ ∞(812 )

小売業1人当たり販売額 １４３．５万円 ３３位

病院数 27 施設 42 位

女性労働力率 57.7 ％ 59 位

会社企業数 ５,２３１社 6６位

水道料金（1か月）※ 2,761 円 6４位

ᶉּז∞ ∞(812 )

介護保険料※ ６,６００円 ６９０位

年間日照時間 １,６６１時間 7１０位

就業人口比率（1次産業） 1.9 % 558 位

老年人口比率 ２９.５１％ 515 位

千人あたり刑法犯認知件数※ ４．０８件 ４８３位

ᶉ ∞ ∞(47 )

有効求人倍率 １．８０倍 １位

保育所：待機児童数※ 0人 １位

女性労働力率 ５６．2件 ２位

持家比率 74.2 ％ 4位

ᶉּז∞ ∞(47 )

学習塾 2９４施設 4２位

労働力人口 ４1６千人 ４３位

介護老人施設定員数 7,８７５人 4４位

県民所得 2４,４0５億円 41 位

※の項目は、数値が小さいものを上位としている。

̮ȆȏǜɧɱȫɱȮ ⁸ǯ ˝ ǵ ⱪ
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〇中核市平均よりも優れている指標は、「市民１人当たり都市公園面積」「有効求人倍率」「就職率」「公民館数」など
〇中核市平均よりも劣っている指標は、「浄水施設の耐震化率」「製造品出荷額等」など

ḲṥAṦ2024 2 ṡ Ṣ
ṇ ṕ Ṗ ệ Ệ ể

ṥBṦ2024 2 6
ṡ ︣ Ṣ

ṇ ṕ Ṗ Ệ ễ ễể

ẇ 1.00 ︡
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║

項目 福井市 中核市平均 順位 単位 出典

給水人口普及率 99.9 98.9 14位 % A

汚水処理人口普及率 98.5 94.6 23位 ％ A

浄水施設の耐震化率 8.6 40.9 48位 ％ A

市民1人当たり都市公園面積 15.6 11.1 12位 ㎡ A

合計特殊出生率 1.56 1.36 3位 - A

市立児童館数 25 10 6位 箇所 A

生活保護率※ 10.2 17.9 11位 ‰ A

審議会等の女性参画率 34.2 31.0 14位 ％ A

自治会加入率 73.0 66.5 20位 ％ A

指定避難所数 210 155 14位 箇所 A

経営耕地総面積 7,448 6,910 6位 ha A

製造品出荷額等 405,071 873,126 33位 百万円 A

就職率 39.4 28.0 4位 ％ B

完全失業率※ 2.9 3.9 2位 ％ B

有効求人倍率 1.82 1.13 1位 倍 B

市民100人当たり蔵書冊数 488.1 281.2 2位 冊 A

公民館数 56 31 7位 館 A

体育館数 7.0 8.0 23位 館 A

財

政
財政力指数 0.800 0.776 25位 - A

市
民
福
祉

産
業

教
育

社

会

基

盤

ʴ ⁸ ǵ

※別添資料に詳細有
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